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第５６回はたらく女性の中央集会 ⅰn 東京 

つくろう安全・安心な社会 

輝いて働きたい ジェンダー平等へ 

ひろげよう！憲法・くらし・平和守る女性の共同を 
 10 月 15.16 日の両日東京都内日本教育会

館において、第 56 回はたらく女性の中央集

会を開催しました。15 日全体会は 650 人、

分科会は 400 人が参加しました。 

柴田真佐子実行委員長が「財界・大企業

中心、アメリカいいなりの政治を改め、ジ

ェンダー平等を実現し、憲法９条を守り、

『原発ゼロ』、核も基地も戦争もない平和で、

人間らしく生き働くことができる社会を実

現しましょう」と主催者あいさつ。 

記念講演は「ヴォイス・フロム・フクシ

マ－－21 世紀を、生きるよろこび・働くよ

ろこびへ―」と題して福島県立医大の後藤

宣代さんが講演。「2011年 10月 15日は新たな歴史が始まる日。今、地球的規模で声をあげ、立ち上がる人々

の大きな流れがある。アメリカではウォールストリートからはじまり『１％の強欲と９９％の我々』と行動

が広がっている。核と放射能と人類は共存できない。脱原発は『人間の安全保障』の前提だ。女性が声をあ

げ、街頭へくりだし、多様な人々と連帯し、歴史を切り拓いてきた。今日、極東の地・東京の女性たちから

声を上げよう『ヴォイス・フロム・フクシマ、 ヴォイス・フロム・トウキョウ』」と訴えました。 

 文化行事で歌声を披露した元新国立劇場合唱団員の八重樫節子さんは「４月に最高裁で逆転勝利し、『音

楽家だって労働者』と認められました｣と報告。「たたかいはまだ続きます」と支援を訴え、会場から大きな

拍手が送られました。また不当な解雇などに抗してたたかう女性たちが、報告・支援を訴えました。 



  

 来賓として東京地評・伊藤潤一議長、日本共産

党の田村智子参院議員から連帯のあいさつをい

ただきました。 

写真上から 

オープニング ぞうれっしゃ合唱団 

1937 年 12 月、木下サーカス団から４頭のぞう

が東山動物園にやってきました。でも戦争が激し

くなり各地の動物園ではたくさんの動物が殺さ

れていきました。そんな中で東山動物園では園長

さんを先頭にぞうを守りぬきました。 

 戦争が終り「本物のぞうが見たい」と声をあげ

た東京の子どもたち。その熱意が大人たちの心を

動かし、各地の子どもたちを名古屋の東山動物園

まで運ぶ特別仕立てのぞうれっしゃが走りまし

た。この事実をもとに合唱構成「ぞうれっしゃが

やってきた」がつくられました。 

 

文化行事 八重樫節子さんソプラノ独唱 

 

たたかいの報告  

 全医労不利益・雇止是正裁判、ダイワハウス 

パワハラ解雇争議、全厚生社保庁職員不当解雇撤

回闘争団、川口学園事件争議団、日本赤十字社ス

タッフサービス派遣解雇争議、NTT リストラ静

岡裁判、加茂暁星高校非常勤講師解雇撤回裁判、

日産自動車争議団、全労連・全国一般資生堂アン

フィニ分会、民事法務労働組合、全労連・全国一

般東京地本 キャズテック分会、日本航空不当解

雇撤回争議団 

 

はたらく女性のパレード 

 日本教育会館から、淡路町交差点までパレー

ド。先頭には、講演者の後藤宣代先生も。ピン

クの法被を持参で。 

 

見学分科会も、晴れて元気に出発。楽しく

学んだ 1 日を過ごしました。 



分科会スナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参加者の感想から 

●後藤先生の講演はパワフルで元気をもらえると思ったので参加しました。やっぱり、行動・アクション「あ

なたにも何かできることがあるんだよ」と職場に帰ってはたらきかける力をもらいました。（大阪） 

●増列車の合唱、八重樫さんのコンサートとてもよかったです。得した気分です。（群馬） 

●たくさんの女性が、自分のためだけに出なくたたかっていることを知り、本当に勇気づけられた（第 1 分

科会・東京） 

●労働者がつながることが大切。今日は勇気をもらった。来年の京都集会では、このたたかいを前進させて

迎えたい（第 1 分科会・東京） 

●「健康で生き生きとはたらき続けられる職場」をつくろう」は長年の私の職場の女性部のテーマです。こ

れを自信を持っていいつづけることが大事だと再認識しました（第 2 分科会・大阪） 

●疲れた体で参加しました。呼吸法・ストレッチで、本当に体がリフレッシュしました。とてもよかったで

す。明日からの仕事がんばれます。また、受けたい！（第 2 分科会・東京 

●全く無知であった税・社会保障について学ぶことだできて、マスメディアの情報をそのまま鵜呑みにせず、

しっかり疑問を声に出していくことが大切だということが分かった。（第 3 分科会・富山） 

●業種を越えた情報・意見・職場実態を知り、やはり女性でないと分かり合えない部分があります。大変参

考になりました（第 4 分科会・東京） 

●「憲法力」どこでも、いつでも多くの人に話しかけていくことの大切さ、自分の知っている範囲、関連の

中で、憲法を合わせて考え、伝えていきたい（第 5 分科会・東京） 

●原発ゼロに向けた運動をどうやって作っていくか議論や学習を重ねて進めているが、萩原先生の話を聞い

て、原発ゼロ、社会保障、消費税、TPP 反対のたたかいはすべてつながっているし、同時に進めていかなけ

ればならないと改めて考えた。勉強になった（第 6 分科会・北海道） 

来年は京都で 

お会いしましょう 
 

第 57 回はたらく女性の中央集会 in 京都 

2012 年 11 月 10、11 日 

 

 
 第 56 回はたらく女性の中央集会 第 9 回実行委員会（総括会議） 

11 月 29 日（火）18：30～ 

全労連会館 3F 全労連会議室 


